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平成25年３月期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、平成24年５月14日に公表いたしました平成25年３月期（平成24

年４月１日～平成25年３月31日）の連結業績予想及び個別業績予想を下記のとおり修正することとな

りましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１．業績予想の修正 

 

① 平成25年３月期連結業績予想の修正 

（平成24年４月1日～平成25年３月31日） 

                               (単位：百万円・％) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 24,500 500 200 65 4.65 

今回予想(Ｂ) 23,307 156 335 201 14.38 

増減額(Ｂ－Ａ) △1,193 △344 135 136 ― 

増減率(％) △4.9 △68.8 67.5 209.2 ― 

(ご参考) 前期実績 

平成24年３月期 

23,555 503 △40 △125 △8.95 

 

② 平成25年３月期個別業績予想の修正 

（平成24年４月1日～平成25年３月31日） 

                               (単位：百万円・％) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 12,500 200 280 170 12.16 

今回予想(Ｂ) 11,409 222 498 383 27.41 

増減額(Ｂ－Ａ) △1,091 22 218 213 ― 

増減率(％) △8.7 11.0 77.9 125.3 ― 

(ご参考) 前期実績 

平成24年３月期 

12,435 388 463 440 31.49 

 



２．修正の理由  

 

（連結） 

売上高につきましては、プリント配線板外観検査機事業は堅調に推移いたしましたが、プリント配線板事業にお

きましては、昨年９月に発生した尖閣諸島問題に端を発した市場環境の悪化により、カーエレクトロニクス関連を

中心に多くの分野で非常に厳しい受注環境となったため、平成24年５月14日に公表（以下「前回公表」という）

いたしました業績予想に比べ11億93百万円減収の233億７百万円となる見込みであります。 

営業利益につきましては、グループを挙げて製造原価低減活動を展開するとともに、役員報酬及び従業員給与の

減額、賞与の削減等をはじめとした販売費及び一般管理費の圧縮等に懸命に取り組みましたが、売上高の減収によ

る影響を補うことができなかったことから、前回公表いたしました業績予想に比べ３億44百万円減益の１億56百

万円となる見込みであります。 

経常利益につきましては、営業利益は減益となったものの、これまで円高基調で推移しておりました為替相場が

円安基調に振れたことにより、為替差益の額が増加した結果、前回公表いたしました業績予想に比べ１億 35 百万

円増益の３億35百万円となる見込みであります。 

当期純利益につきましては、税金費用の増加はあったものの、経常利益の増益により、前回公表いたしました業

績予想に比べ１億36百万円増益の２億１百万円となる見込みであります。 

 

（個別） 

売上高につきましては、上述の理由によりカーエレクトロニクス関連が非常に厳しい受注環境となり、またアミ

ューズメント関連の受注が低調に推移したことから、前回公表いたしました業績予想に比べ10億91百万円減収の

114億９百万円となる見込みであります。 

営業利益につきましては、売上高は減収となりましたが、製造力強化活動の取り組みや役員報酬及び従業員給与

の減額、賞与の削減等をはじめとした販売費及び一般管理費の圧縮等により、前回公表いたしました業績予想に比

べ22百万円増益の２億22百万円となる見込みであります。 

経常利益につきましては、上述と同様に為替差益の額が増加したこと等により、前回公表いたしました業績予想

に比べ２億18百万円増益の４億98百万円となる見込みであります。 

当期純利益につきましては、経常利益の増益により、前回公表いたしました業績予想に比べ２億13百万円増益

の３億83百万円となる見込みであります。 

 

 

 

※業績予想につきましては、本資料発表時現在において得られた情報に基づいて算定しておりますが、多分に不確定

な要素を含んでおります。従いまして、実際の業績は状況の変化により、上記の予想数値と異なる場合があります。 

                                  

以 上 


